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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

9/24 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

8月気象状況    （父島） 

最高気温   30.2℃ 

最低気温   26.3℃ 

平均気温   28.1℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量   75.5mm 

住民基本台帳登録者数（9/1） 

             2,620 人 

             父島      母島               

  人口      2,162 人   458 人 

  世帯      1,216    281 

                                               

  

令
和
２
年
成
人
式
は
、
１
月
２
日
（
木
）
に
父

島
、
１
月
３
日
（
金
）
に
母
島
で
開
催
予
定
で
す
。
 

 
次
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

11月
中
旬
頃
に

詳
し
い
日
時
等
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

②
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
 

 
平
成

11年
４
月
２
日
～
平
成

12年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
 

②
村
外
に
転
出
し
て
い
る
が
、
小
笠
原
村
の
小
・
中

学
校
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、

参
加
を
希
望
す
る
方
 

【
乗
船
に
か
か
る
割
引
制
度
の
適
用
】
 

成
人
式
に
参
加
す
る
新
成
人
の
方
は
、
お
が
さ
わ

ら
丸
の
割
引
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
学
生
の
方
は
在
学
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

※
乗
船
券
の
手
配
は
ご
自
身
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
は
は
じ
ま
丸
は
、
村
民
割
引
の
み
適
用
に
な
り
ま

す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 教

育
委
員
会
事
務
局
 ２

―
３
１
１
７
 

   

こ
の
制
度
は
、
小
笠
原
高
等
学
校
生
徒
の
内
地
受

験
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

令
和
元
年

10月
１
日
か
ら
、
助
成
額
を
２
万
円

増
額
し
ま
し
た
。（

内
地
宿
泊
料
相
当
額
を
現
行
の

４
万
円
か
ら
６
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。）

 

 
申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 [助
成
対
象
者
]小

笠
原
高
等
学
校
第
３
学
年
に
在

学
す
る
生
徒
で
あ
っ
て
、
令
和
元
年
度
以
降
に
学
校

教
育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
同
法
第

124条
に
規
定
す
る
専
修
学
校

を
受
験
し
た
者
 

[申
請
日
] 

10月
１
日
～
令
和
２
年
３
月

31日
 

[助
成
金
額
] 

 
お
が
さ
わ
ら
丸
２
等
（
和
室
）
往
復
船
賃
の
村
民

割
引
適
用
額
(調

整
金
を
含
ま
ず
)お

よ
び
内
地
宿
泊

料
相
当
額
６
万
円
（
定
額
）
と
し
、
助
成
対
象
者
１

名
に
つ
き
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
 

 [注
意
事
項
] 

「
東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
」
と

同
項
目
で
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 教

育
委
員
会
事
務
局
 ２

―
３
１
１
７
 

   
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
携
帯
電

話
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
便
利
な
反
面
、
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
 

 
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
講
師
に
よ
る
、
保
護
者

向
け
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
供
た
ち
が
ネ
ッ
ト

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、
青

少
年
の
ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
と
対
策
に
関
す
る
知
識

や
方
法
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 【
日
時
】

10月
２
日
（
水
）
午
後
５
時

30分
か
ら
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
 
大
会
議
室
 

【
演
題
・
講
師
】
 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
安
全
な
使
い
方
」
 

 
～
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
～
 

 
 
講
師
：
 
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
 

 
 
 
 
 
 
井
口
 
善
孝
 
さ
ん
 

※
事
前
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
会
 

 
 
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 教

育
委
員
会
事
務
局
 ２

―
３
１
１
７
 

 

   

10月
は
、
個
人
住
民
税
(村

・
都
民
税
)(第

３

期
）、
国
民
健
康
保
険
税
(第

３
期
)、
介
護
保
険
料

(第
３
期
)お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
(第

２

期
)の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、

10月

31日

(木
)と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

 
 
 
 
 
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  【
特
別
職
 
任
期
満
了
・
再
任
】
 

９
月

26日
付
 
副
村
長
 
渋
谷
 
正
昭
 

【
退
職
】《

 
》
内
は
旧
所
属
 

９
月

30日
付
 
石
原
 
光
彦
（
介
護
福
祉
士
）
 

《
医
療
課
診
療
所
係
（
太
陽
の
郷
）》

 

【
採
用
】
 

10月

10日
付
 
総
務
課
付
 
奈
須
野
 
洸
斗
 

    

９
月
号
に
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
「
夏
休
み
中
の

子
供
た
ち
の
活
躍
」
に
つ
き
ま
し
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

【
柔
剣
道
】
 

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会

（
７
月

22日
）
 

・
剣
道
団
体
戦
 
初
戦
敗
退
 

 
 
 
 
 
 
 
→
２
回
戦
敗
退
 

・
柔
道
団
体
戦
 
２
回
戦
敗
退
 

→
初
戦
敗
退
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７
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令
和
２
年
成
人
式

 

内
地
進
学
助
成
制
度
の
助
成
金
額
の

増
額

 

「
ネ
ッ
ト
・
ト
ラ
ブ
ル
」
講
演
会

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

小
笠
原
村
人
事
異
動

 

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
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小笠原村職員募集 

職 種 
募集

人数 
年齢要件 資格等 配属先 採用時期 

申込

締切 
試験日 

栄養士 １名 
昭和 36 年4 月 2 日

以降生まれ 

管理 

栄養士 
医療事業所 

令和 2 年 

4 月以降 
11/29 12/14 

看護師 
若干

名 

昭和 36 年4 月 2 日

以降生まれ 
看護師 

医療事業所 

又は有料老人

ホーム 

令和 2 年 

4 月以降 
11/29 12/14 

保健師 １名 
昭和 36 年4 月 2 日

以降生まれ 
保健師 

本庁又は 

事業所 

令和 2 年 

4 月以降 
11/29 12/14 

詳しくは試験要項をご覧ください。要項は、村ホームページに掲載しています。 

 問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 

消費税率引上げに伴う公共料金等改定 

  

令和元年１０月１日から消費税率が８％から１０％に引き上げられました。これに伴い、当村の公共施設

使用料などの公共料金の一部を以下のとおり改定いたします。 

 改定後の料金は、令和元年１０月１日から適用されます。 

 ただし、給水料、地域し尿処理施設使用料、浄化槽使用料（いわゆる『上下水道料』です。）については、

１０月１６日以後の使用分から改定後の料金が適用されます。 

 詳しくは、各担当課へお問い合わせください。 

 村民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

種
別
 

名称等 料金種別 改定前料金(円) 改定後料金(円) 問い合わせ 

使
用
料
 

情報センター使用料 

セミナー室（１時間当たり） 

研 修 室（１時間当たり） 

パ ソ コ ン（１時間当たり） 

テレビ会議（１時間当たり） 

電 子 工 房（３時間当たり） 

プリンターＡ３・Ａ４/枚 

プリンターロール紙/ｍ 

２，０５０ 

１，０２０ 

３００ 

１，０２０ 

５１０ 

２５ 

５１０ 

２，０８０ 

１，０３０ 

３００ 

１，０３０ 

５１０ 

２５ 

５１０ 

総務課ＩＴ推進係 

インターネット使用料 

一   般（月額） 

     （年額） 

事 業 所（月額） 

     （年額） 

50台以上接続（月額） 

      （年額） 

４，１１０ 

４５，２１０ 

９，２５０ 

１０１，７５０ 

１０２，８５０ 

１，１３１，３５０ 

４，１８０ 

４５，９８０ 

９，４２０ 

１０３，６２０ 

１０４，７５０ 

１，１５２，２５０ 

総務課ＩＴ推進係 

 

※本年度年払いをして

いる場合、差額の徴収

はありません。 

ケーブルテレビ使用料 
月額利用料 

年払い利用料 

１， ５４０ 

１６，９４０ 

１，５６０ 

１７，１６０ 

商工観光会館使用料 

第１研修室（１カ月当たり） 

第２研修室（１カ月当たり） 

第３研修室（１カ月当たり） 

会 議 室（１時間当たり） 

１１８，８００ 

１０５，８４０ 

１６０，９２０ 

２１０ 

１２１，０００ 

１０７，８００ 

１６３，９００ 

２２０ 

産業観光課 

社会体育施設使用料 

テニスコート（１時間当たり） 

 〃 照明使用時（１時間当たり） 

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ照明使用時（１時間当たり） 

グランド照明使用時（１時間当たり） 

５４０ 

１，０８０ 

５４０ 

４，１９０ 

５５０ 

１，１００ 

５５０ 

４，２６０ 

教育課 

手
数
料
 

建設発生土処理手数料 建設発生土処理手数料 （１㎥当たり） １，６２０ １，６５０ 建設水道課 

特
別
会
計
使
用
料
 

給水料 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×108/100 

従量使用料 

×110/100 

（10/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

地域し尿処理施設使用料※ 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×108/100 

従量使用料 

×110/100 

（10/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

浄化槽使用料※ 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×108/100 

従量使用料 

×110/100 

（10/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集

 



  NO．705   令和元（2019）年 10 月 1 日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

                                       

                                       

                                       

                                       

 
                           
 
                            
１．一般会計決算 
 
 平成 30 年度歳入決算の総額は 45 億 1,458 万 9,339 円となっており、前年度と比較すると 4 億 1,191 万 6,085 円（8.4％）の減となりました。歳入の根幹となる
村税は、個人村民税、法人村民税の減収により 275 万8,819 円（0.6％）の減、地方交付税は 1 億4,458 万2,000 円（9.0％）の減となりました。前年度比較しての
減額は、地方消費税交付金、国庫支出金、繰入金の減が主な要因となっています。一方で、都支出金、財産収入、村債などが増となっています。 
 また、歳出は、総額 42 億 9,259 万 1,003 円となっており、前年度と比較すると 4 億 6,471 万 2,206 円（9.8％）の減となりました。款別に主なものをみると、総務
費は、返還 50 周年事業及び防災無線更新が要因で、8,316 万 1,944 円（6.2％）の増、民生費では、臨時福祉給付金及び保育園人件費が減少したことにより、
2,583 万 4,468 円（4.2％）の減、衛生費は、簡易水道事業会計への繰出金、診療所整備費の増加などにより、4,837 万 7,517 円（4.5％）の増、農林水産業費は、
農業・水産業ともに既存の補助事業の増額、新規補助事業を実施したことに伴い、866万7,888円（12.3％）の増、商工費は、観光関連施設の改修が減少したこ
とにより、539 万2,065 円（4.1％）の減、土木費は、道路改修（振興開発事業）の事業費減、硫黄島の平和祈念公園の改修が終了したことから、6,901 万4,717 円
（33.7％）の減、消防費は、台風災害の復旧等の減により、22 万 8,847 円（1.7％）の減、教育費は、学校施設、体育施設の管理事業費、文化財保護事業費の増
加により、1,924 万 5,739 円（8.7％）の増、公債費は、前年度に任意繰上償還を実施したことにより、4 億 2,613 万 9,185 円（58.4％）の大幅減、諸支出金は、特定
目的基金への積立が減少したことから、9,774 万 1,094 円（31.8％）の大幅な減となっております。 
 

【総 括】 

年度 歳入総額（円） 歳出総額（円） 差引（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 
平成 30 年度 4,514,889,339 4,292,591,003 222,298,336 0 222,298,336 

【歳 入】 
科目 決算額（円） 構成比（%） 科目 決算額（円） 構成比（%） 

村税 494,614,544 11.0 分担金及負担金 8,358,717 0.2 
地方譲与税 7,452,000 0.2 使用料及手数料 293,710,126 6.5 
利子割交付金 1,223,000 0.0 国庫支出金 259,184,532 5.7 
配当割交付金 4,080,000 0.1 都支出金 1,042,022,122 23.1 
株式等譲渡所得割交付金 3,336,000 0.1 財産収入 46,181,520 1.0 
地方消費税交付金 59,271,000 1.3 寄附金 12,186,038 0.3 
自動車取得税交付金 4,515,000 0.1 繰入金 84,679,500 1.9 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 105,017,000 2.3 繰越金 169,202,215 3.7 
地方特例交付金 1,009,000 0.0 諸収入 86,508,025 1.9 
地方交付税 1,456,439,000 32.3 村債 375,900,000 8.3 
交通安全対策特別交付金 0 0.0 合計 4,514,889,339 100.0 
  

 
  

 【歳 出】 ＜目的別＞  ＜性質別＞ 
科目 決算額（円） 構成比（%） 科目 決算額（円） 構成比（%） 

議会費 57,952,112 1.4 人件費 993,016,134 23.1 
総務費 1,417,592,551 33.0 物件費 1,218,229,888 28.4 
民生費 593,050,074 13.8 維持補修費 36,849,514 0.9 
衛生費 1,115,316,894 26.0 扶助費 64,528,376 1.5 
農林水産業費 79,097,978 1.8 補助費等 362,622,380 8.4 
商工費 125,423,946 2.9 公債費 303,254,833 7.1 
土木費 135,783,507 3.2 積立金 203,149,999 4.7 
消防費 13,575,936 0.3 投資及出資金 0 0.0 
教育費 241,716,171 5.6 貸付金 4,200,000 0.1 
公債費 303,254,833 7.1 繰出金 504,553,710 11.8 
諸支出金 209,827,001 4.9 普通建設事業費 602,186,169 14.0 
合計 4,292,591,003 100.0 合計 4,292,591,003 100.0 

 
２．特別会計決算  

平成30 年度特別会計の決算額は下表のとおりです。 

会計の名称 歳入総額（円） 歳出総額（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 
国民健康保険特別会計 320,052,509 320,052,509 0 0 
簡易水道事業特別会計 891,854,529 891,273,451 0 581,078 
宅地造成事業特別会計 4,158,183 4,158,183 0 0 
介護保険（保険事業勘定）特別会計 82,846,199 78,147,875 0 4,698,324 
介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 161,208,619 161,206,924 0 1,695 
下水道事業特別会計 268,476,267 268,443,635 0 32,632 
浄化槽事業特別会計 23,805,834 23,804,193 0 1,641 
後期高齢者医療特別会計 25,937,986 25,937,986 0 0 

 
３．基金の残高     ４．地方債の現在高    

平成30 年度末における基金の現在高は下表のとおりです。 平成30 年度末における各会計の地方債の現在高は下表のとおりです。 

基金の名称 現在高（円）  会計の名称 現在高（円）  

財政調整基金 918,372,851  一般会計 1,751,058,226  

減債基金 303,332,831  簡易水道事業特別会計 1,371,020,576  

公共施設等整備基金 511,326,753  下水道事業特別会計 485,640,082  

役場庁舎建設基金 100,213,576  浄化槽事業特別会計 49,464,489  

災害対策基金 113,699,490  現在高合計 3,657,183,373  

土地開発基金 114,731,145        

社会福祉推進基金 83,238,728  

５．村の財政状況を表す指標 

  

霊園基金 21,463,669    

産業振興基金 61,937,333    平成30 年度決算時（カッコ内は昨年度の数値）  

農道維持管理基金 32,290,547  ●財政力指数 ： 0.256 （0.250）   

観光振興基金 17,267,905   この数値が 1 を超えるほど財源に余裕があるとされています。  

進学助成基金 27,380,903        

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 35,483,000  ●経常収支比率 ： 84.6% （83.6%）   

情報通信基盤整備基金 50,407,904  
 人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を主にする一般財
源収入が充当される割合を示します。この数値が大きくなるほど財政の弾力性
が失われるとされています。 

 

ふるさと寄附基金 2,888,624   

簡易水道事業基金 22,394,458   

介護保険給付準備基金 79,994,326   

基金合計 2,496,424,043        
 

 

 
平成 30 年度小笠原村決算の報告 
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国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
、
土
砂
災
害
や

水
害
等
に
つ
い
て
、
住
民
が
と
る
べ
き
行
動
を
直
感

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

を
用
い
た
避
難
情
報
の
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
う
け
て
、
小
笠
原
村
で
は
、
避
難
情
報
を

防
災
行
政
無
線
等
で
お
知
ら
せ
す
る
際
に
、「
警
戒

レ
ベ
ル
」
を
用
い
て
避
難
行
動
を
わ
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

【
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
】
 

警
戒
レ
ベ
ル
５
 
す
で
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る

「
災
害
発
生
情
報
」
が
発
令
さ
れ
て
い
る
状
態
で

す
。
命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ

う
。（

村
が
発
令
）
 

警
戒
レ
ベ
ル
４
 
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」

が
発
令
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
全
員
速
や
か
に
避

難
所
や
よ
り
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

（
村
が
発
令
）
 

警
戒
レ
ベ
ル
３
 
避
難
の
準
備
や
高
齢
者
等
の
避
難

開
始
を
促
す
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

が
発
令
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
避
難
に
時
間
を
要

す
る
方
は
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
方

は
避
難
の
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う
。（

村
が
発
令
）
 

警
戒
レ
ベ
ル
２
 
大
雨
注
意
報
等
が
発
表
さ
れ
て
い

る
状
態
で
す
。
避
難
に
備
え
、
お
近
く
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
や
避
難
行
動
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

（
気
象
庁
が
発
表
）
 

警
戒
レ
ベ
ル
１
 
警
報
級
の
防
災
気
象
情
報
が
発
表

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
状
態
で
す
。
災
害
へ
の
心
構

え
を
高
め
ま
し
ょ
う
。（
気
象
庁
が
発
表
）
 

詳
し
く
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

    

   

母
島
北
港
休
憩
所
の
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
配
置
し
ま
し
た
。
常
時
使
用
で
き
ま
す
。

 

【
北
港
休
憩
所
】

 

               【
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
】

 

 
 
 
 
 
 

 

               ●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１

 

 
 
 

   
 

【健全化判断比率】 
 平成30 年度決算に基づき健全化判断比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの指標においても早期健全化基準を下回りました。 
 
 

  健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 - 15.00% 20.00% 

連結実質赤字比率 - 20.00% 30.00% 

実質公債費比率 8.4% 25.0% 35.0% 

将来負担比率 - 350.0%  

 
 
【公営企業の資金不足比率】 
 平成30 年度決算に基づき公営企業の資金不足比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの会計においても経営健全化基準を下回りました。 

   資金不足比率 経営健全化基準  

簡易水道事業特別会計 - 
20% 

浄化槽事業特別会計 - 

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」で表示しています。  

 
平成30 年度小笠原村決算においては各指標とも基準を下回っており、健全な財政運営がなされています。 

 
●財政健全化法の詳細は総務省ホームページをご覧ください    http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index.html  
 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
 
 
 

 

 

財政健全化法に基づく財政指標の公表 

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
の
運
用
開
始
 

に
つ
い
て

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
に
つ
い
て
 

（
母
島
北
港
）
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
保
険
証

は
、

10月
１
日
で
一
斉
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
と
お
り
、
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

【
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方
】
 

保
険
証
は
９
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
 

【
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
方
】
 

未
納
が
あ
る
方
の
保
険
証
は
、
窓
口
で
交
付
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
通
知
を
ご
持
参
の
上
、
村
民
課
住

民
係
ま
た
は
母
島
支
所
で
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

【
注
意
点
】
 
 

保
険
証
は
、
カ
ー
ド
様
式
の
も
の
を
１
人
に
１
枚

交
付
し
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
勝
手
に
書
き
か
え
る
と
無
効
に
な
り

ま
す
。
 

・
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

・
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
で
は
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
 

・
保
険
証
は
犯
罪
に
使
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

・
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
村
民
課
住
民
係

ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
個
人

情
報
に
ご
注
意
の
上
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
 

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
保
険
証
の
更
新

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
特
別
な
理
由
も
な
く
納

付
し
な
い
方
に
は
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
て

い
だ
た
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
険
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  【
実
施
日
程
】

10月

18日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】

10月

25日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ

40分
以
内
）
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》

10月

11日
（
金
）
午
後
５
時
～
７
時
 

《
場
所
》
村
役
場
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

10月

10日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
場
所
》
母
島
支
所
 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
土
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 ０３

―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

  

「
父
島
ク
ラ
ブ
」
が
道
路
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
 

父
島
ク
ラ
ブ
に
は
昭
和

62年
４
月
よ
り

30年
以

上
継
続
し
て
大
村
清
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
清
掃
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
大
村
清
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
小
中
学
校
の
通
学
路

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
み
な
ら
ず
多

く
の
村
民
や
観
光
客
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
 

父
島
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
長
年
に
渡
り
安
全
で
安
心

な
通
行
に
貢
献
し
て
お
り
、
こ
の
度
そ
の
功
績
が
評

価
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
か
ら
道
路

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
地
で
の
表
彰
式
に
出
席
出
来
な
か
っ
た
た
め
、

道
路
協
会
長
に
代
わ
り
小
笠
原
村
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

                ●
問
合
せ
先
 
建
設
水
道
課
 
 
 
３
―
３
１
１
５

 

   

最
近
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
他
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
利
用
し
た
電
子
決
済
な
ど
の
普
及
が
進
ん
で

お
り
、
無
料
で
導
入
で
き
る
端
末
機
器
や
補
助
制
度

な
ど
も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。
 

一
方
で
、
仕
組
み
や
手
続
き
な
ど
が
複
雑
で
分
か

り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
な
か
な
か
導
入
に
踏
み

切
れ
な
い
の
が
現
状
か
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
村
で
は
各
種
端
末
の
導
入
経
費
や
決

済
会
社
の
手
数
料
の
比
較
、
各
種
補
助
金
制
度
な

ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
の
導
入
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
 

ま
た
、
併
せ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
つ
い
て

の
個
々
の
事
業
者
ご
と
の
事
情
に
合
わ
せ
た
個
別
相

談
会
も
実
施
し
ま
す
（
個
別
相
談
は
事
前
に
お
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）。

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
端
末
導
入
に
迷
っ
て
い
る
方
、

外
国
人
来
島
者
対
応
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
方
、
疑

問
や
お
悩
み
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
解
決
し
ま
せ
ん

か
？
 

【
講
師
】
 

観
光
庁
VISIT JAPAN 大

使
 
吉
澤
勉
氏
 

【
父
島
】
 

セ
ミ
ナ
ー
：

10月

17日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時
 

10月

18日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
 

個
別
相
談
：

10月

17日
（
木
）
午
後
１
時

30分

～
４
時

30分
（
要
予
約
）
 

場
所
：
小
笠
原
村
役
場
本
庁
舎
２
階
会
議
室
 

【
母
島
】
 

セ
ミ
ナ
ー
：

10月

19日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
 

午
後
７
時
～
８
時
 

個
別
相
談
：

10月

19日
（
土
）
午
前

10時
 

～
正
午
（
要
予
約
）
 

場
所
：
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
 
２
―
３
１
１
４
 

国
民
健
康
保
険
 
被
保
険
者
証
 

（
保
険
証
）
の
更
新

 
行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

 

道
路
功
労
者
表
彰

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
セ
ミ
ナ

ー
＆
外
国
人
来
島
者
対
応
個
別
相
談
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ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、

10月
上
旬
に
父
島
で
各
戸
配
布
さ

れ
る
「
お
が
フ
ェ
ス
新
聞
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】

10月

11日
（
金
）
午
後
５
時
～
９
時
 

 
 
 
 

10月

12日
（
土
）
正
午
～
午
後
９
時
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
 

（
荒
天
時
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

実
行
委
員
会
 
斎
藤
 
 

０
９
０
―
９
３
９
０
―
３
６
６
３
 

       【
日
時
】

10月
９
日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

退
職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

   

   

第
６
５
回
「
月
の
う
さ
ぎ
」
 

月
の
も
よ
う
は
、
日
本
で
は
う
さ
ぎ
の
形
。
ど
ん

な
う
さ
ぎ
か
な
？
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！
 

【
日
時
】

10月
９
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
半
 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上
 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
 

【
募
集
人
数
】

30名
 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）
 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円
 

【
申
込
締
切
】

10月
８
日
（
火
）
 

【
講
師
】
官
谷
幸
利
（
日
本
天
文
学
会
員
）
 

 ●
お
問
合
せ
先
 
国
立
天
文
台
内
 
２
―
７
３
３
３
 

  

 た
っ
た
１
台
の
違
法
駐
車
で
も
、
交
通
の
流
れ
を

乱
す
ば
か
り
か
、
交
通
事
故
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
り
、
緊
急
自
動
車
の
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
 

村
内
に
は
歩
道
の
な
い
狭
い
道
も
多
く
、
通
学
路

な
ど
で
は
特
に
安
全
の
確
保
が
必
要
で
す
。
交
通
マ

ナ
ー
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
迷
惑
駐
車
は
絶
対
や
め
ま

し
ょ
う
。
 

 【
注
意
例
】
 

・
横
断
歩
道
や
交
差
点
の
５
ｍ
以
内
は
、
駐
停
車
禁

止
で
す
。
 

・
公
共
の
駐
車
場
を
占
有
す
る
の
も
他
の
利
用
者
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
お
控
え
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

 
 
 
  

 
 総

務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

 

   【
試
験
日
時
】

11月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
 

【
申
込
締
切
】

11月
１
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。
 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》
 

 
実
技
講
習
を
、

12月

14日
（
土
）
に
警
察
署
敷

地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走
行
訓
練

を
実
施
予
定
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

  【
開
催
日
時
】

10月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
校
庭
 

【
主
催
】
小
笠
原
警
察
署
 

【
申
込
締
切
】

10月
２
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
 

※
申
込
書
は
、
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。
 

※
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
  母

島
駐
在
所
   

 
３
―
２
１
１
０
 

     

10月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》

10月
３
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

10月
３
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

  

助
産
師
に
卒
乳
や
お
っ
ぱ
い
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

お
っ
ぱ
い
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様

と
保
護
者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
 

【
日
時
】

10月

18日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
半
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
予
約
・
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 

 
 
２
―
３
９
３
９
 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

※
父
島
の
乳
幼
児
健
診
は
、
小
児
科
医
に
よ
る
診
察

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 【
対
象
者
】
 
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１

歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

３

歳
の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
 

日
時
：

10月

17日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時
半
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
母
島
】
 

日
時
：

10月
４
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
  

 
 
３
―
２
１
１
１
 

小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」
 

開
催
 

駐
車
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

原
動
機
付
自
転
車
運
転
免
許
 

学
科
試
験
 

母
島
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

定
期
予
防
接
種

 

育
児
学
級
（
卒
乳
の
会
）

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
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幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、
児
童
福
祉

司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
 

〇
児
童
（

18歳
未
満
）
の
健
康
に
関
す
る
相
談
 

〇
育
成
相
談
（
わ
が
ま
ま
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
友

達
が
で
き
な
い
、
い
じ
め
ら
れ
る
、
学
校
に
行
き
た

が
ら
な
い
、
チ
ッ
ク
等
の
習
癖
、
夜
尿
な
ど
で
心
配

な
方
。）

 
 
 

〇
知
的
・
身
体
障
害
相
談
（
知
的
発
達
の
遅
れ
、
肢

体
不
自
由
、
こ
と
ば
の
遅
れ
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
な

ど
が
あ
る
方
。）

 

〇
養
護
相
談
 
（
保
護
者
の
病
気
、
死
亡
、
離
婚
な

ど
の
事
情
で
子
供
が
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
と
き
。

ま
た
は
虐
待
な
ど
子
供
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が

あ
る
と
き
。）

 

〇
非
行
相
談
（
家
出
、
盗
み
、
乱
舞
、
性
的
い
た
ず

ら
、
薬
物
の
習
慣
な
ど
が
あ
る
と
き
。）

 

〇
里
親
に
関
す
る
相
談
（
里
親
と
し
て
家
庭
で
子
供

を
育
て
た
い
と
き
。）

 

【
母
島
】
日
時
：

11月
７
日
（
木
）
午
後
 

11月
８
日
（
金
）
午
前
 

 
 
 
 
場
所
：
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

【
父
島
】
日
時
：

11月
９
日
（
土
）
午
前
・
午
後
 

11月

10日
（
日
）
午
前
 

        場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
  

 
 
３
―
２
１
１
１
 

     

     

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
褒
め
方
・
叱
り
方
に

関
し
て
、
公
認
心
理
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
い

た
し
ま
す
。
 

【
母
島
】
 

日
時
：

10月

11日
（
金
）
午
前

10時
～

11時
 

場
所
：
母
島
支
所
２
階
大
会
議
室
 

【
父
島
】
 

日
時
：

10月

13日
（
日
）
午
前

10時
～

11時
 

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
  

 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
癖
が
気
に
な
る
」「

お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
」「

い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者
 

【
母
島
】
 

日
時
：

10月

10日
（
木
）
午
後
 

10月

11日
（
金
）
午
前
 

場
所
：
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

【
父
島
】
 

日
時
：

10月

12日
（
土
）
午
前
・
午
後
 

10月

13日
（
日
）
午
前
 

場
所
：
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
 

【
申
し
込
み
】
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

 

申
し
込
み
の
時
に
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。
 

 

【
申
込
締
切
】

10月
４
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
  

 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
村
民
向

け
の
認
知
症
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
 

 

①
 
『
認
知
症
予
防
と
備
え
』
 

【
日
時
】

10月

10日
（
木
）
午
後
３
時
～
４
時
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

母
島
支
所
２
階
大
会
議
室
 

※
母
島
は
テ
レ
ビ
回
線
を
使
っ
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
と
な
り
ま
す
。
 

②
『
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
た
め
に
』
 

【
日
時
】

10月

12日
（
土
）
午
前

10時

30分
 

～

11時

30分
 

【
場
所
】
母
島
支
所
２
階
大
会
議
室
 

※
父
島
で
は
行
い
ま
せ
ん
。
 

※
ど
ち
ら
も
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

             

     【
休
診
日
】

10月
１
日
（
火
）
～

17日
（
木
）
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

  【
休
診
日
】

10月
７
日
（
月
）
～

24日
（
木
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
母
島
診
療
所
 
 
 ３

―
２
１
１
５
 

  【
父
島
】
 

《
日
時
》

10月

28日
（
月
）
～

29日
（
火
）
 

午
前
・
午
後
 

10月

30日
（
水
）
休
診
 

 
 
 
 

10月

31日
（
木
）
～

11月
１
日
（
金
）
 

 
 
 
 午
前
・
午
後
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》

10月

25日
（
金
）
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

 
事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時

30分
～
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 母

島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

      

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
 

令
和
元
年
度
小
笠
原
地
区
巡
回
相
談

（

11月
）

 

公
認
心
理
師
に
よ
る
 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
知
っ
て
お
き
た
い

褒
め
方
・
叱
り
方
」
 

公
認
心
理
師
に
よ
る
 

子
育
て
個
別
相
談
 

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
 

お
知
ら
せ
（
母
島
・
父
島
）
 

専
門
診
療
（
産
科
・
婦
人
科
）

 

小
笠
原
村
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診

 

母
島
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
 

 
接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。
 

※

19歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
 

《
接
種
対
象
者
》
 

○
１
歳
以
上
（
６
ヵ
月
～
１
歳
未
満
の
方
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

10月

31日
ま
で
に
診
療
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

《
接
種
回
数
》
 

○

13歳
未
満
の
方
…
２
回
接
種
 

※
２
回
目
の
接
種
は
２
～
４
週
間
の
間
隔
を
お
き
ま

す
。
 

○

13歳
以
上
の
方
…
１
回
接
種
 

《
料
金
》
 
 

○
１
回
目
…
４
，
６
４
０
円
 

○
２
回
目
…
２
，
６
６
０
円
 

※
１
回
目
が
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
の
２

回
目
は
、
４
，
６
４
０
円
と
な
り
ま
 
す
。
 

《
日
時
》
 

【
父
島
】
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
第
１
回
）
 

10月

11日
（
金
）・

15日
（
火
）
 

11月
４
日
（
月
）・

12日
（
火
）
 

○
受
付
時
間
 
午
後
２
時

30分
～
４
時

30分
 

○
接
種
時
間
 
午
後
３
時
～
 

（
第
２
回
）
 

12月
６
日
（
金
）・

13日
（
金
）・

17日
（
火
）
 

○
受
付
時
間
 
午
後
２
時

30分
～
４
時

30分
 

○
接
種
時
間
 
午
後
３
時
～
 

 【
母
島
】
※
予
約
制
で
す
。
 

申
し
込
み
は
来
所
ま
た
は
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
 

《
第
１
回
》
 

10月

18日
（
金
）
 

11月
１
日
（
金
）・
８
日
（
金
）
 

《
第
２
回
》
 

11月

22日
（
金
）・

29日
（
金
）
 

12月
６
日
（
金
）
 

○
接
種
時
間
 
３
歳
未
満
 

午
後
２
時

３０分
～
３
時
 

（
接
種
量
が
異
な
る
た
め
）
 
 

 
 
 
 
 
 
３
歳
以
上
 

 
午
後
３
時
～
４
時

15分
 
 

※
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 母

島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

    

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
村
内
の

生
活
保
護
世
帯
及
び
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
方
は
、
接
種
費
用
を
公
費
助
成
い
た
し
ま
す
。
 

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
小
笠
原
村
診
療
所
及
び

母
島
診
療
所
に
て
、
窓
口
の
負
担
な
し
で
接
種
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
内
地
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
方

は
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。
 

 
非
課
税
世
帯
で
助
成
を
受
け
る
方
は
、
予
防
接
種

後
、
村
役
場
及
び
母
島
支
所
に
て
「
村
民
税
非
課
税

証
明
書
」
を
取
得
し
、
申
請
（
還
付
）
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
内
地
で
接
種
し
た
生
活
保
護
世
帯
及
び
非
課
税
世

帯
の
方
の
持
参
す
る
も
の
 

・
印
鑑
 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
際
の
領
収
書
 

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

   

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
は

１
回
に
限
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
の

半
額
助
成
を
行
い
ま
す
。
 

※
助
成
後
の
接
種
費
用
は
、
２
，
３
２
０
円
と
な
り

ま
す
。
 

 ○
対
象
者
 

①
接
種
日
に
お
い
て
、

65歳
以
上
の
方
。
 

②
接
種
日
に
お
い
て
、

60歳
以
上

65歳
未
満
で
あ

っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
を
有
す
る
方
。

（
要
認
定
）
 

 ・
助
成
対
象
の
方
は
接
種
を
受
け
る
際
、
診
療
所
に

て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」（
水

色
）
に
記
入
し
診
療
所
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

・
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    【
小
笠
原
村
診
療
所
】
 

８
月

29日
（
木
）
に
父
島
全
域
に
配
布
し
ま
し

た
《
診
療
所
だ
よ
り

10号
》
に
て

10月

15日

（
火
）
～

18日
（
金
）
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
亀

﨑
医
師
の
診
療
は
休
診
に
な
る
と
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
予
定
を
変
更
し
て
通
常
通
り
の
外
来
診

療
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 

 

 

10月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
費
に
つ
い
て

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 

休
診
予
定
の
変
更
に
つ
い
て

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,794 等級 大人 小人

49,330 42,210 24,670 (+156) 4,480 2,240

(+730) (+630) (+370) 14,704 (+530) (+260)

35,630 28,510 17,820 (+146) 5,380 2,690

(+530) (+430) (+270) 13,526 (+640) (+320)

26,850 21,480 13,430 (+134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+400) (+320) (+200) 1,583

23,560 18,850 11,780 (+16)

(+350) (+280) (+170) 1,178 9,132

等級 村民 村民小人 身障者 (+12) (+684)

40,430 20,220 24,670 8,562

(+600) (+300) (+370) (+642)

26,730 13,370 17,820 7,991

(+400) (+200) (+270) (+599)

20,140 10,070 13,430 915

(+300) (+150) (+200) (+69)

17,670 8,840 11,780 690

(+260) (+130) (+170) (+52)

10月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

に
つ
い
て
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◎
消
費
税
増
税
に
伴
う
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま

丸
の
運
賃
に
つ
い
て
 

【
お
が
さ
わ
ら
丸
】
 

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
旅
客
運
賃
の
改
定
は
、

12月
２
日
東
京
発
便
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

な
お
貨
物
運
賃
の
改
定
は
、

10月
１
日
東
京
発

便
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
運
(株

) 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１
 

(貨
物
)０

３
―
３
４
５
１
―
０
４
６
１
 

【
は
は
じ
ま
丸
】
 

旅
客
運
賃
、
貨
物
運
賃
と
も

10月
１
日
父
島
発

便
か
ら
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
伊
豆
諸
島
開
発
(株

) 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０
 

   

小
笠
原
村
観
光
局
は
、
本
土
に
て
個
人
旅
行
者
、

旅
行
会
社
、
学
校
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
等
に
対
し
て

日
々
小
笠
原
諸
島
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

本
土
開
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
Facebook

な
ど
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
動
画
で
の

情
報
発
信
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
度
、
新
た
な
動
画
を
作
成
す
る
た
め
の
素
材

を
収
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
笠
原
の
景
色
や
動

植
物
な
ど
、
島
に
お
住
ま
い
の
皆
様
で
、
お
持
ち
の

動
画
素
材
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

https://www.visitogasawara.com/news/news

-4077/ 
 
 
 
  

   ●
問
い
合
わ
せ
先
 
小
笠
原
村
観
光
局
 

０
３
―
５
７
７
６
―
２
４
２
２
 

tokyo@visitogasawara.com 

   

10月
１
日
か
ら
は
じ
ま
る
共
同
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
今
年
で

73回
目
を
迎
え

ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
運
動
で
す
。
今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

な
お
共
同
募
金
へ
の
寄
付
金
に
は
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会
 

（
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
２
―
２
４
８
６
 

   

家
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
会
場
に
持
っ
て
き
て

も
ら
い
、
欲
し
い
人
が
そ
の
品
物
を
も
ら
っ
て
い
く

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

持
っ
て
く
る
だ
け
、
持
っ
て
帰
る
だ
け
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
代
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
か
か
る
も
の
は
要
相

談
。
 

【
日
時
】

10月

13日
(日

)午
後
１
時
～
３
時
 

(会
場
持
ち
込
み
は
午
後
０
時
半
か
ら
で
き
ま
す
) 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
ホ
ー
ル
 

※
会
場
の
準
備
、
片
付
け
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 
お
手
伝
い
の
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。
 

【
主
催
】
不
用
品
交
換
会
 

●
問
合
せ
先
 
社
会
福
祉
協
議
会
  ２

―
２
４
８
６
 

   
日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。
 

【
試
験
日
】

11月

17日
（
日
）
 

【
申
込
期
間
】

10月
１
日
（
火
）
～

23日
（
水
）
 

【
受
験
料
】（

３
級
）
２
，
８
５
０
円
 

 
 
 
 
 （

２
級
）
４
，
７
２
０
円
 

【
試
験
会
場
】
父
島
 
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室
 

母
島
 
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

 
尚
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
商
工
会
 
２
―
２
６
６
６
 

     

地
球
温
暖
化
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の

増
加
、
気
温
上
昇
に
よ
る
氷
河
の
融
解
な
ど
多
方
面

へ
影
響
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
生
態
系
が
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
笠
原
に
と
っ
て
も
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

村
で
は
、
今
年
の
８
月
に
「
小
笠
原
村
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）」

を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
村
が
行
う
事
務
や
事
業
に
お

い
て
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と

で
、
村
と
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
率
先
し
て
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

小
笠
原
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
や

リ
サ
イ
ク
ル
、
節
電
・
節
水
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
取

組
と
も
言
え
ま
す
。
 

ま
た
、
交
通
手
段
に
お
い
て
も
、
車
に
乗
ら
ず
に

徒
歩
や
自
転
車
に
変
え
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節

約
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
さ
ら
に
は
健
康
維
持
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
 

一
つ
一
つ
の
効
果
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
意
識

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も
ほ
ん

の
少
し
だ
け
早
起
き
し
て
、
自
転
車
や
徒
歩
で
通

勤
・
通
学
す
る
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
温
暖
化

防
止
の
取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  

東
京
都
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
不
可
欠
な
省
エ

ネ
を
家
庭
で
も
進
め
る
た
め
、
一
定
の
基
準
を
満
た

す
対
象
機
器
へ
の
買
い
替
え
に
対
し
て
、
商
品
券
等

に
交
換
可
能
な
「
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
」
を
付

与
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
機
器

に
買
い
替
え
て
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
！
 

【
申
請
方
法
】
 

対
象
機
器
購
入
後
、
申
請
書
（
東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ

イ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
入
手

可
）
と
、
領
収
書
・
リ
サ
イ
ク
ル
券
等
を
東
京
ゼ
ロ

エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
へ
提
出
（
詳
細
は
申
請
書
に

記
載
）。

 

【
申
請
期
間
】

10月
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
（
上

限
に
達
し
次
第
終
了
）。

 

            ※
購
入
日
が

10月
１
日
以
降
で
既
存
機
器
の
撤
去

を
含
め
た
買
い
替
え
を
行
う
場
合
が
対
象
で
す
。
 

※
購
入
前
に
、
対
象
機
器
に
該
当
し
て
い
る
か
Ｈ
Ｐ

か
対
象
機
器
販
売
店
で
必
ず
ご
確
認
下
さ
い
。
 

※
１
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
分
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
割
引

券
に
、
残
り
は
商
品
券
に
交
換
で
き
ま
す
。
 

※
島
し
ょ
部
に
お
い
て
は
、
商
品
券
の
代
わ
り
に
郵

便
為
替
も
選
択
可
能
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

申
請
方
法
等
：
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

０
５
７
０
―
０
０
５
―
０
８
３
 

 
             ０

３
―
６
６
３
４
―
１
３
３
７
 

事
業
：
東
京
都
環
境
局
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
５
３
３
 

小
笠
原
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
素
材
 

提
供
の
お
願
い
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
 

「
不
用
品
交
換
会
」
の
お
知
ら
せ
 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施
 

対象 

機器 
買い替えでもらえるポイント 

エア 

コン 

統一省エネ

ラベル 

4 つ星以上 

冷房 

能力 

2.2kW 以下 12,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

2.4kW～2.8kW 15,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

3.6kW 以上 19,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

冷蔵

庫 

統一省エネ

ラベル 

5 つ星以上 

定格 

内容積 

250ℓ以下 11,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

251～500ℓ 13,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

50１ℓ以上 21,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

給湯

器 

高効率給湯器 

（エコジョーズ、エコキュート、 

エコフィール、ハイブリッド給湯器） 

10,000 ﾎﾟｲﾝﾄ 

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て

 

東
京
ゼ
ロ
エ
ミ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
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10月

の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
の
 

入
港
日
～
出
港
日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30～
午
後
５
時
 
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
島
の
く
ら
し
」
展
～
現
在
の
島
の
生
活
を
紹
介
 

（

10月

13日
ま
で
）
 

島
外
に
住
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
案
外
島
民
で
あ
っ

て
も
意
外
と
知
ら
な
い
島
の
生
活
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い

た
キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

    

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た

め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ

た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
御
理

解
と
御
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
３
時
 

※
入
港
日
は
午
前

11時
ま
で
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

10月
１
日
（
火
) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月
２
日
（
水
）
 

②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

10月
７
日
（
月
）
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月
８
日
（
火
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月

10日
（
木
)  

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

10月

14日
（
月
) 

 
通
行
止
め
な
し
 

10月
15日

（
火
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月

17日
（
木
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月

21日
（
月
）
 

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

10月

22日
（
火
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

10月

24日
（
木
）
 

 
②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

10月

28日
（
月
）
 

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

10月

29日
（
火
）
 

②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

    

           ●
問
合
せ
先
 支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 

２
―
２
１
６
７
 

     
東
京
都
の
南
島
に
お
け
る
取
組
と
外
来
植
物
の
現

状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
申
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】

11月

16日
（
土
）
 

 
 
 
 
午
前
８
時
～
午
後
１
時

30分
 

※
海
況
等
に
よ
り
、
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、

11

月

17日
（
日
）
に
変
更
し
ま
す
。
 

※
昼
休
憩
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昼
食
は
各
自
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台
 

【
募
集
定
員
】

17人
（

18歳
以
上
対
象
）
 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方
 

【
作
業
内
容
】
 

南
島
に
お
け
る
２
時
間
程
度
の
除
草
作
業
 

【
申
込
期
間
】

10月
７
日
（
月
）
～

18日
（
金
）

※
先
着
順
 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
小
笠
原
支
庁
土
木
課
 
 
２
―
２
１
６
７
 

  

   ◎
ア
ク
テ
ィ
ブ
･レ

ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
 ―
国
立
公

園
・
野
生
生
物
の
姿
―
 

関
東
地
方
の
国
立
公
園
の
雄
大
な
自
然
や
動
植
物

な
ど
、
現
地
で
活
動
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
･レ

ン
ジ
ャ

ー
が
撮
影
し
た
選
り
す
ぐ
り
の
写
真
を
展
示
し
ま

す
。
北
は
佐
渡
島
か
ら
南
は
小
笠
原
諸
島
ま
で
、
日

本
の
国
立
公
園
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
開
催
期
間
】
 

10月
５
日
（
土
）
～

11月
４
日
（
月
）
 

【
開
館
日
】
 

お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中
 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

 ◎
カ
ー
ウ
ィ
ー
教
授
の
講
演
会
「
陸
産
貝
類
の
魅
力

（
仮
）」

 

 
世
界
の
陸
産
貝
類
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
委
員
も
務
め
る
ハ
ワ
イ
大
学
の
ロ
バ
ー

ト
・
カ
ー
ウ
ィ
ー
教
授
が
来
島
し
、
小
笠
原
で
の
陸

産
貝
類
の
保
全
の
取
組
を
視
察
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
カ
ー
ウ
ィ
ー
教
授
よ
り
、
陸
産
貝
類
の
魅
力
や
海

外
に
お
け
る
研
究
・
取
組
の
事
例
な
ど
を
紹
介
い
た

だ
く
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
 

10月

19日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
半
 

【
会
場
】
 

 
父
島
：
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

 
母
島
：
母
島
村
民
会
館
会
議
室
（
中
継
）
 

※
入
場
無
料
で
す
。
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
ー
７
１
７
４
 

   

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
 

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
 

ル
ー
ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
 

南
島
外
来
植
物
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
 
 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら

せ
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   次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】

10月

16日
（
水
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】

10月

19日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

    
本
年
度
第
２
回
目
の
小
笠
原
部
会
を
、
次
の
日
程

で
公
開
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
小
笠
原
部
会
】
 

《
日
時
》

10月

18日
（
金
）
午
前

10時
～
正
午
 

《
場
所
》
 

（
父
島
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

（
母
島
）
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

  

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
計

画
改
定
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
 

18日
の
部
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
の
改
定
案
に

つ
い
て
説
明
し
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】

10月

10日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】

10月
８
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

      

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の
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 ―
ひ
た
す
ら
掘
り
続
け
て
―
 

 
夏
真
っ
盛
り
の
８
月
が
終
わ
り
、
お
が
さ
わ
ら
丸

の
着
発
便
で
賑
や
か
だ
っ
た
小
笠
原
の
街
が
、
少
し

閑
静
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
賑
や
か
で

す
。
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
こ
こ
か
ら
は
産
み

落
と
さ
れ
た
卵
が
ふ
化
し
、
子
ガ
メ
が
脱
出
す
る
シ

ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
脱
出
後
の
産
卵
巣
の
様
子
を
調
査
す

る
「
ふ
化
後
調
査
」
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
父
島
と

母
島
に
点
在
す
る
砂
浜
を
東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
。
 

ふ
化
後
調
査
は
、
ま
ず
、
以
前
の
調
査
で
確
認
さ

れ
た
産
卵
巣
の
位
置
を
、
テ
ー
プ
メ
ジ
ャ
ー
を
用
い

て
特
定
し
、
そ
の
場
所
を
掘
り
出
す
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
何
事
も
な
く
綺
麗
に
穴
を
掘
る
こ
と
が
出

来
る
場
所
も
あ
れ
ば
、
掘
り
返
し
た
分
、
ま
る
で
砂

時
計
の
よ
う
に
砂
が
落
ち
て
く
る
場
所
、
岩
盤
の
よ

う
に
砂
が
固
く
て
容
易
に
掘
る
こ
と
が
出
来
な
い
場

所
な
ど
、
様
々
な
性
質
を
持
っ
た
砂
地
に
カ
メ
た
ち

が
産
卵
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

深
く
掘
り
続
け
る
と
、
無
事
に
ふ
化
で
き
た
卵
の

殻
や
、
天
敵
の
カ
ニ
や
ネ
ズ
ミ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
卵
の
殻
、
発
生
が
進
ま
ず
に
途
中
で
死
ん
で
し

ま
っ
た
卵
な
ど
、
様
々
な
痕
跡
が
現
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
を
全
て
産
卵
巣
か
ら
取
り
出
し
、
状
態
を
観
察
し

て
分
類
を
し
ま
す
。
時
に
は
出
て
き
た
卵
全
て
が
全

滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
念
な

結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
は
産
卵
巣

の
中
や
周
囲
を
見
渡
し
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
ニ
に
よ
っ
て
全
滅
し

た
と
考
え
ら
れ
る
産
卵
巣
の
付
近
に
は
、
カ
ニ
の
巣

穴
や
、
巣
に
卵
を
運
び
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
形
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

令
和
最
初
の
ふ
化
後
調
査
は
ど
の
よ
う
な
結
果
が

見
え
て
く
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
ひ
た
す
ら
砂
を
掘
り
続
け
る
日
々
が
し
ば
ら
く

の
間
続
き
ま
す
。
 

 ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net 

                      

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

部
会
（
小
笠
原
部
会
）
の
開
催
 

住
民
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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「
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
は
何
種
類
い
る
の
か
？
」
 

  
つ
い
こ
の
間
、「
ク
ロ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
ク
ジ
ラ
が
、
新
種
の
ク
ジ
ラ
と
し
て
発
表
さ

れ
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
６
～
７
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
同
じ
ツ
チ
ク
ジ
ラ
属
の
仲
間
で

あ
る
ツ
チ
ク
ジ
ラ
と
比
べ
て
、
小
さ
く
黒
っ
ぽ
い
体

を
し
て
い
ま
す
。
小
笠
原
で
は
ツ
チ
ク
ジ
ラ
自
体
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
し
い
て
言
う
な
ら
、
ア

カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
を
大
き
く
し
て
、
く
ち
ば
し
を
細
長

く
し
た
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
北
海
道
・
羅
臼

の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
見
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
も
し
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北

海
道
へ
足
を
運
ん
で
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

 
さ
て
、
今
回
の
こ
の
新
種
の
発
表
を
う
け
、
イ
ル

カ
・
ク
ジ
ラ
（
鯨
類
）
の
仲
間
は
何
種
類
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
海
棲
哺
乳
類
学
会
（
The 

Society for Marine Mammalogy）
の
リ
ス
ト
に

は
、
２
０
１
８
年
８
月
の
時
点
で

89種
類
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
現
在
、
全
世
界
で

90種
類
の
鯨
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
日
本
に
は
、
そ
の
う
ち

40種
類
程

が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
小
笠
原

で
は
さ
ら
に
そ
の
半
分
ほ
ど
の

24種
類
が
こ
れ
ま

で
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ど
う
い
っ
た
種
類
が

い
る
の
？
」
と
い
う
方
は
、
８
月
に
全
戸
配
布
さ
れ

た
Ｏ
Ｗ
Ａ
機
関
誌
『
Megaptera』

30周
年
記
念
号

の
中
に
、
小
笠
原
の
鯨
類
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
の
ペ

ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 
小
笠
原
の
鯨
類
と
言
え
ば
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ

ル
カ
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
、
そ

し
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
も
し
も
外
洋
に
出
た
な
ら
、

こ
の
４
種
類
以
外
の
珍
し
い
鯨
類
に
出
会
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

る
ま
で
の
あ
と
２
か
月
、
外
洋
域
へ
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
珍
し
い
鯨
類
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
 

●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
五
十
四
貝
「
西
之
島
と
マ
イ
マ
イ
」
 

 

２
０
１
３
年
の
噴
火
以
来
は
じ
め
て
、
西
之
島
の

総
合
的
な
学
術
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
質
か
ら

鳥
、
虫
、
植
物
、
潮
間
帯
の
生
物
ま
で
、
地
上
の
網

羅
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
大

地
と
、
そ
の
上
に
息
づ
く
生
態
系
の
ス
タ
ー
ト
の
瞬

間
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
西
之
島
初
の
マ
イ
マ
イ
が
！
 

 

・
・
・
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

私
た
ち
で
も
１
時
間
ご
と
に
日
陰
で
休
ま
な
け
れ

ば
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
溶
岩
ば
か
り
の
灼
熱
環

境
は
、
マ
イ
マ
イ
に
は
ま
だ
過
酷
す
ぎ
る
の
で
し
ょ

う
。
 

し
か
し
、
生
ま
れ
て
た
っ
た
三
万
年
の
南
硫
黄
島

で
は
北
海
道
の
種
類
に
と
て
も
近
縁
な
キ
バ
サ
ナ
ギ

ガ
イ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
渡
り
を
す
る
海
鳥
に
運
ば

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
生
ま
れ
て

50年
の
ス
ル
ツ
ェ
イ
島
（
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
）
に
は
ナ
メ
ク
ジ
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
隣
の
島
か
ら

18㎞
と
近
い
こ
と
か
ら
、
流
木

な
ど
に
乗
っ
て
た
ど
り
着
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

          

20年
後
か
、

50年
後
か
、
１
０
０
年
後
か
、
も

っ
と
先
か
、
西
之
島
で
も
マ
イ
マ
イ
が
島
の
新
た
な

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。
最
初
の

メ
ン
バ
ー
は
鳥
に
付
着
し
て
や
っ
て
く
る
チ
ャ
ン
ス

が
多
そ
う
な
、
ノ
ミ
ガ
イ
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
乾
燥
に
強
く
小
笠
原
の
荒
原
植
生
へ
の
定
着
実

績
が
あ
る
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
の
よ
う
な
仲
間
で
し
ょ
う

か
。
 

奇
跡
の
連
続
で
作
ら
れ
て
い
く
、
西
之
島
の
生
態

系
の
成
長
の
中
で
、
マ
イ
マ
イ
が
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
振
る
舞
っ
て
い
く
の
か
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る

う
ち
に
そ
の
瞬
間
を
見
ら
れ
た
ら
幸
せ
で
す
ね
。
 

 【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
森
英
章
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
２
―
３
１
１
７
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村営バスダイヤ改正のお知らせ 
 

扇浦方面から通学する児童・生徒のための安全な運行と村民及び観光利用者の利便性を確保するため、 

『10 月 15 日（火）』から村営バスの運行ダイヤの一部を変更します。 

変更箇所は、ダイヤ表の太枠内 7便となります。 

【変更前】           【変更後】 

（扇浦線）    村役場前 午前 7 時 00 分発  → 村役場前 午前 6時 55 分発 

         小港海岸 午前 7 時 20 分発  → 小港海岸 通学専用便（午前 7時 15 分発） 

※通学する児童・生徒以外はご利用になれません。 

         村役場前 午前 8 時 10 分発  → 村役場前 午前 7時 45 分発 

         小港海岸 午前 8 時 30 分発  → 小港海岸 午前 8時 05 分発 

（ブルーライン） 村役場前 午前 7 時 55 分発  → 村役場前 午前 9時 25 分発（平日・休日運行） 

村役場前 午前 10 時 45 分発 →  平日のみ運行 

（オレンジライン）村役場前 午前 8 時 50 分発  → 村役場前 午前 8時 25 分発 

ご利用の際はお気を付けください。 

なお、村営バスは一部集落地域・トンネル前後・カーブ区間等を除いて自由に乗降可能です。そのため停留所以外

で停車し、乗客が乗り降りする場合がありますので、後続にて運転されている方は十分ご注意くださいますようお願

いいたします。 

●問合せ先  村営バス営業所 ２－３９８８  産業観光課 ２－３１１４ 

 




